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Report

動物供養碑の花筒は６つあるのですが、毎日のようにお参りに来られるので花が絶えることはありません。一方人間の納骨堂自家壇は、何年もお参りに来られてない所があります。心当たりの方は是非おまいりを。

２０２1年２月１７日（水）おきざりにした悲しみは

長年連絡をとっていない友人のお父さんから電話をもらった。「息子は昨年亡くなりました」という知らせである…
毎年年賀状だけは相手から来なくても出し続けていたので、高齢のお父さんだが、わざわざ知らせてくれたのである。同級生が亡くなるという現実も
ショックだったが、お別れも焼香も手を合わせる事も出来なかったのが心残り。お寺の檀家さんでも１ヶ月以上も経ってから、「○○は亡くなりました」
と連絡が来るケースが近年多い。遺族は、お寺や私の事を知らないだろうが、こちらは故人と親しかったのだ。金銭的な理由で知らせをくれなかったケー
スが多いと思うが、何が一番大切なのかを解っておられない。お気持ちで…は、どうしてお気持ちなのか。故人やお寺の気持ちに、なぜ遺族は想いを馳せ
られないのか。信仰相続の大切さを身に染みて感じる…。葬儀は誰のためにあるのかを今一度考えて欲しい。

ロータスルート　 　　さぁ、つながって行こう！  みんなで花を咲かせよう！！ロータスルート　 　　さぁ、つながって行こう！  みんなで花を咲かせよう！！

おきらく

日　記

寒行に参加したＭ寒行に参加したＭ
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収　　　入（円） 支　　　出（円）

建設志納金会計 12～3月 2020年12月1日～2021年3月31日

志納金
　現金
　郵便振込
　銀行振込
利　息
自我偈写経
自家納骨壇
収益事業より
護持会より
寒行より 

収入小計
11月から繰越金
合　　計

一般Ｃ型

3,332,000
0

156,925

3,488,925
3,993,119
7,482,044

現金  ………………………… 0円
りそな普通預金 …… 3,993,119円
郵便振込金  ………………… 0円

合計  ………………… 3,993,119円

 翌月繰越金内訳翌月繰越金内訳

寺債金会計12～3月2020年12月1日～
　　2021年3月31日

収　　　入（円）

志納金へ
返還金
振込手数料

支出小計
新年度への繰越金
合　　計

0
0
0
0

5,711,354
5,711,354

支　　　出（円）

二
月

秋
定
　
元
次
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

岩
根
　
竜
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

笠
原
　
英
充
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

清
田
眞
理
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

寺
坂
寿
美
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
一
〇
、
〇
〇
〇
円

大
谷
徳
風
社
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

三
月

秋
定
　
元
次
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

岡
田
　
友
行
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

沖
林
　
妙
子
　
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

空
閑
　
清
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

後
藤
　
秀
幸
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

玉
野
　
　
功
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

土
井
　
　
勉
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

永
田
　
国
夫
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

山
﨑
　
雅
祥
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

満
座
供
養
者

お
会
式

総
代
一
同
　 

・
　 

護
　
持
　
会

相
内
一
二
三
　 

・
　 

秋
定
　
元
次

枝
澤
　
安
子
　 

・
　 

岡
﨑
　
　
洋

岡
﨑
千
代
子
　 

・
　 

佐
分
利
　
孝

三
木
　
紀
枝

春
せ
が
き

相
内
一
二
三
　 

・
　 

臼
井
　
　
彰

大
江
　
　
惠
　 

・
　 

川
西
　
充
廣

物
品
寄
進
者
芳
名

お
会
式
提
灯

出
口
　
勝
己
　 

・
　 

出
口
　
睦
月

大
田
　
朋
代
　 

・
　 

大
松
　
純
子

鎌
田
　
君
子
　 

・
　 

鎌
田
　
秀
美

岸
本
　
　
悠
　 

・
　 

小
脇
　
英
生

小
脇
　
理
香
　 

・
　 

田
中
芙
美
子

寺
内
　
京
子
　 

・
　 

長
尾
季
久
代

長
尾
　
嘉
郎
　 

・
　 

永
尾
　
光
貴

永
尾
　
誠
悟
　 

・
　 

永
尾
　
茉
子

永
尾
眞
由
美
　 

・
　 

永
尾
　
悠
貴

永
尾
有
樹
子
　 

・
　 

永
尾
　
洋
香

永
尾
　
嘉
基
　 

・
　 

永
田
　
国
夫

永
田
　
隆
夫
　 

・
　 

中
村
　
明
博

中
村
　
宣
聖
　 

・
　 

前
田
　
華
奈

夏
用
本
紗
宗
章
紋
紫
七
条
袈
裟

永
尾
　
嘉
基

夏
用
本
紗
宗
章
紋
紫
五
条
袈
裟

寺
内
　
京
子

現金  ………………………… 0円
りそな普通預金 …… 5,711,354円
郵便振込金  ………………… 0円

合計  ………………… 5,711,354円

（                         

）

建
設
志
納
者    

二
〇
二
〇
年
十
二
月
〜

　
　
　
　
二
〇
二
一
年
三
月

121,000

17
8,000

1,000,000
3,000,000
400,000
5,000

4,534,017
2,948,027
7,482,044

枝
澤
　
安
子
　
　
一
二
、
〇
〇
〇
円

新
間
　
智
孝
　
　
八
〇
、
〇
〇
〇
円

村
瀬
喜
紅
子
　
　
　
九
、
〇
〇
〇
円

吉
田
　
和
夫（
ペ
）二
〇
、
〇
〇
〇
円

護
持
会
よ
り
　
四
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

収
益
事
業
よ
り

　
　
　
　
三
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

合
計
　
　
三
、
五
二
一
、
〇
〇
〇
円

自
我
偈
写
経

大
松
　
純
子
　
　
　
二
、
〇
〇
〇
円

鎌
田
　
秀
美
　
　
　
二
、
〇
〇
〇
円

紙
野
　
洋
子
　
　
　
二
、
〇
〇
〇
円

小
脇
　
理
香
　
　
　
一
、
〇
〇
〇
円

杉
山
　
雅
威
　
　
　
一
、
〇
〇
〇
円

合
計
　
　
　
　
　
　
八
、
〇
〇
〇
円

御
宝
前
・
お
供
え

十
二
月

雨
松
家
　
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

岩
根
　
竜
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

酒
井
　
博
光
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

柴
田
登
喜
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

田
中
萬
壽
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

三
丸
　
秀
文
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

森
　
　
晃
祥
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

森
　
　
郁
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

兵
庫
東
部
青
年
会
一
〇
、
〇
〇
〇
円

一
月

秋
山
　
　
榮
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

大
橋
　
一
夫
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

大
松
　
純
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

岡
田
　
友
行
　
二
五
〇
、
〇
〇
〇
円

奥
貞
　
澄
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

枝
澤
　
安
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

鎌
田
　
秀
美
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

空
閑
　
義
郎
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

後
藤
　
秀
幸
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

小
脇
　
英
生
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

田
中
芙
美
子
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

中
尾
美
喜
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

森
　
　
郁
子
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

森
岡
　
章
治
　
　
二
〇
、
〇
〇
〇
円

米
津
　
浩
恵
　
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円

編
集
工
房
ト
ク
ヒ
ラ
一
〇
、
〇
〇
〇
円

師匠は音声も記録していた。お寺にあるテープを整理していたら、ナント50年以上も前の法蓮寺先代の入寺式も出てきた。50年前の師匠の肉声を聞いていたら、小学校4年生だった私の話が出てきてさらにビックリ。

借入金返済
振込手数料
支払利息

支出小計
新年度への繰越金
合　　計

　 いのちに合掌 Vol . 31（2）令和３年５月13日

収益事業より
寺債金
受取利息

収入小計
11月から繰越金
合　　計

1,000,000
800,000

21
1,800,021
3,911,333
5,711,354



「行」と「学」を皆さんにオススメするのに当たり、仏教の根本の戒を披露します。　諸悪莫作･･･悪いことは行わない　諸善奉行･･･善いことを進んで行う　自浄其意･･･心を清らかにする　是諸仏教･･･これが仏の教えである

記
録
の
ス
ス
メ足

十
指
の
シ
モ
ヤ
ケ
カ
ユ
イ

　
「
君
た
ち
の
中
で
日
記
を
つ
け
て
い
る
者
は
、
い
ま

す
か
？　

手
帳
に
メ
モ
程
度
み
た
い
な
も
の
で
も
結

構
で
す
。い
た
ら
手
を
挙
げ
て
」
私
の
記
憶
に
よ
る
と

50
名
以
上
い
た
信
行
道
場
生
の
中
で
、
私
以
外
に
手
を

挙
げ
た
の
は
、い
な
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　

ウ
チ
の
師
匠
は
記
録
魔
で
し
た
。師
匠
は
読
ん
だ
本

の
タ
イ
ト
ル
・
著
者
・
出
版
社
・
読
了
し
た
日
付
け
ま
で
、

マ
メ
に
ノ
ー
ト
に
記
録
し
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
一
九

七
二
年
の
総
冊
数
は
一
〇
二
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。ナ

ン
ト
こ
れ
は
高
校
１
年
生
か
ら
生
涯
続
き
ま
す
。

　

師
匠
は
自
坊
で
行
を
さ
れ
ま
し
た
。百
日
を
９
回
、

三
五
日
を
10
回
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
行
も
加
行
記
録

カ
ー
ド
な
る
も
の
を
作
っ
て
印
刷
し
、
行
中
の
天
候
か

ら
気
温
、
法
華
経
の
何
巻
を
何
転
読
し
た
か
の
読
誦

量
・
水
行
時
間
・
食
事
内
容
・
睡
眠
時
間
、
供
養
芳
名

や
葬
儀
の
外
出
記
録
ま
で
克
明
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
冊
子
の
編
集
が
心
理
的
に
負
担
で
あ
る
」
と
い
う
感

想
も
漏
ら
さ
れ
、
驚
く
勿
れ
夢
の
記
録
も
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。「
二
頭
の
竜
を
感
じ
る
。竜
を
見
て
い
る
よ
う

な
、
私
が
竜
で
あ
る
よ
う
な
。竜
と
い
う
よ
り
竜
神
で

あ
る
よ
う
な
。」昭
和
33
年
、
師
匠
の
第
４
次
加
行
の
記

録
で
す
。私
が
産
ま
れ
る
よ
り
以
前
の
筆
致
。こ
う
し

た
日
記
や
記
録
は
誰
か
に
読
ま
せ
る
た
め
に
書
か
れ

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
記
録
す
る
こ
と
に

よ
り
客
観
的
に
自
分
を
見
つ
め
直
し
た
り
、
ス
ト
レ
ス

を
解
消
し
た
り
。記
憶
力
や
文
書
力
も
向
上
し
ま
す
。

感
想
で
な
く

事
実
を
毎
日

書
き
留
め
る

だ
け
で
良
い

の
で
す
。私

は
今
で
も
趣

味
の
記
録
日

記
だ
け
は
、

続
け
て
い
ま

す
。え
っ
？

い
つ
か
ら
っ

て
？
師
匠
に

勝
ち
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら

で
す
。へ
へ
っ

２０２1年1月２0日（水）

緊急事態宣言下で、お寺もヒマになっています。今
の時期なら昼間の仕事と夜の寒行で大忙しなのですが、今年は
ノンビリムードで過ごしています。昨年末にテレビを買い換え
て、アマゾンのプライム会員なるものに登録しました。すると
便利ですね。テレビでネットや映画の動画が簡単に見られま
す。ユーチューブも見られると言うことは…と検索すると…お
おっ！　妙法華院チャンネルもテレビに出てきます。と言うこ
とは星祭りの水行の裸体も家によっては、大画面に映し出され
るのか！！４Ｋテレビだと毛の１本１本まで鮮明に映し出される
と聞く…何か修正を入れて
中継しないとマズイかな？

おきらく

日　記
ふんどしをキツク締めて

立正安国・お題目結縁運動（3）Vol . 31 令和３年５月13日

読書記録 加行の記録
MyouTube



令和３年５月13日 Vol . 31（４）

編
集
後
記

人
間
は
、い
く
つ
に
な
っ
て
も
常

に
変
化
し
続
け
る
事
が
肝
要
で

す
。新
し
い
モ
ノ
を
取
り
入
れ
て

い
く
柔
軟
性
と
自
ら

を
拡
げ
て
い
く
開
放

性
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

コ
ロ
ナ
禍
で
出
か
け
る
こ
と
も

な
く
、
昔
か
ら
あ
る
サ
ク
ラ
ン

ボ
を
智
孝
さ
ん
と
２
人
で
収
穫

し
、
追
加
の
野
菜
の
苗
を
お
世

話
中
♪
、
昨
年
も
豊
作
だ
っ
た

キ
ュ
ウ
リ
と
久
々
の
パ
プ
リ
カ

と
オ
ク
ラ
。毎
朝
、
苗

の
様
子
を
覗
う
こ
と

が
日
課
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

先
日
、
田
舎
に
帰
省
す
る
用
事

が
あ
り
久
し
ぶ
り
に
母
親
に
会

っ
た
。
会
う
度
、
「
痩
せ
よ
〜
、

昔
は
細
か
っ
た
の
に
〜
」
と
言

わ
れ
る
。
そ
ん
な
母
親
が
「
隆

将
の
L
I
N
E
ア
カ
ウ
ン
ト
の

背
景
に
し
て
い
る
あ
の
赤
ち
ゃ

ん
の
写
真
は
誰
？
」
と
聞
い
て

き
た
…
。
生
ま
れ
た
て
の
私
の

写
真
で
あ
る
。
母
に
は
「
あ
な

た
の
目
の
前
に
い
る
子
の
昔
の

姿
で
す
」
と
伝
え
た
。
あ
き
れ

る
私
、
爆
笑
す
る
母
。

心
境
は
複
雑
だ
が
、

我
が
家
は
今
日
も
平

和
で
あ
る
。

　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

3
月
か
ら
本
格
的
に
始
ま
っ
た

就
職
活
動
。コ
ロ
ナ
第
4
波
前

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ズ
ー
ム

面
接
と
対
面
の
ど
ち
ら
も
経
験

し
ま
し
た
。

私
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
対
面

の
方
が
向
い
て
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。と
言
う
の
も
オ
ン
ラ
イ

ン
で
は
面
接
官
の
圧
を
感
じ
に

く
い
し
、家
で
受
け
る
の
は
、心

持
ち
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
す
ぎ
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。（
笑
）

今
後
の
上
司
や
先
輩
を
知
る
際

の「
入
社
式
や
会
議
、
飲
み
会
等

は
対
面
で
し
た
い
な
ぁ
〜
」
と

感
じ
た
就
職
活
動
で
し
た
。

な
ん
と
か
落
ち
着
い
た
の
で
、

2
回
目
と
な
る
父
か
ら
の
寺
報

デ
ザ
イ
ン
の
依
頼
を

引
き
受
け
ま
し
た
。

zzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzzz

予
告
記
事

★
唱
題
の
つ
ど
い

時
間
は
い
づ
れ
も
午
前
９
時
半
〜

・
６
月
7
日
（
月
）
平
和
祈
念
日

・
６
月
13
日
（
日
）
宗
祖
開
祖
聖
日

・
７
月
13
日
（
火
）
宗
祖
開
祖
聖
日　
　

・
７
月
16
日
（
金
）
立
正
安
国
論
呈
上
日　
　
　

※
８
月
の
唱
題
は
有
り
ま
せ
ん
。　

★
第
50
回
信
行
会 

参
加
費
１
回
千
円

「
行
」は
午
後
１
時
〜  

「
学
」は
午
後
２
時
半
〜

※
今
年
か
ら
法
華
経
講
座
で
す
。

　

イ
チ
か
ら
勉
強
し
た
い
方
は
今
が
チ
ャ
ン
ス
!!

・
６
月
６
日
（
日
）

・
７
月
４
日
（
日
）

・
９
月
５
日
（
日
）

※
８
月
の
信
行
会
は
有
り
ま
せ
ん
。

★
護
持
会
奉
仕
日

・
６
月
12
日
（
土
）
午
前
9
時
半
〜

・
７
月
13
日
（
火
）
唱
題
後
〜

・
８
月
16
日
（
月
）
午
前
9
時
半
〜

★
運
営
会
議

総
代
・
元
総
代
・
護
持
会
役
員
は
出
席
下
さ
い
。

・
６
月
12
日
（
土
）
午
後
２
持
〜

・
７
月
４
日
（
日
）
午
後
４
持
〜

・
９
月
11
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

★
寺
子
屋　

※
６
月
の
寺
子
屋
は
有
り
ま
せ
ん
。

★
土
用
丑
の
ご
祈
祷

・
７
月
28
日
（
水
）
午
前
11
時
〜

★
第
32
回
蓮
の
実
道
場

・
７
月
28
日
〜
30
日

・
中
央
区　

本
妙
院

・
小
学
３
年
生
〜
中
学
３
年
生
ま
で

※
護
持
会
員
の
子
供
さ
ん
・
お
孫
さ
ん
は

　

初
回
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。

　

詳
し
く
は
清
水
上
人
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

★
兵
庫
東
部
八O

O

年
管
区
大
会

・
場
所　

伊
丹
市　

本
泉
寺

　

10
月
23
日
（
土
）

　

前
夜
祭　

怪
談
説
法　

三
木
大
雲
師

　

10
月
24
日
（
日
）

　

寺
フ
ェ
ス　

ス
テ
ー
ジ
・
屋
台
出
店
な
ど

★「
寳
樹
み
く
じ
」絶
賛
発
売
中
!!

・
短
冊
型 

壱
萬
伍
千
円　

折
込
型 

壱
萬
八
千
円

・
お
申
し
込
み
は
妙
法
華
院
ま
で
。

　

お
急
ぎ
下
さ
い
！

狩猟をしている知り合いから、鹿のナマニクを頂戴した。筋肉が一つひとつ膜で覆われ、それに添ってバラしていく。人間の身体が硬いのも筋肉そのものよりもこの筋膜（ファシア）が伸びないのが原因らしい。

２０２1年２月２６日（金）

お坊さん人形の広告が目にとまった。樹脂で作られた僧侶の
お人形からボタン一つで、お経が流れるというスグレ？も

の。宗派に合わせて４種類からお経を選べ、日蓮宗用には、方便品の他
全５本と書いてある。五品の間違いだと思うが、自我偈・神力偈・観音
偈とあと一つは何だろう？序品かな？陀羅尼かもし
れないな。勧持品か、不軽品なら、そのセンスに
あっぱれ！と言おう。おだやかな表情で、おごそか
に読経するらしい。１万円で何回もお経が聞けるな
ら安い買い物なのかな。ここはお気持ちで…ではな
く、定価なんだ。それも税別。　ふーん。

おきらく

日　記
人形がライバル 32

回
大
橋
ヒ
デ
子

27
回

鎌
田
　
秀
美

23
回

高
瀬
リ
サ
ノ

21
回

杉
山
　
雅
威

20
回

大
松
　
純
子

河
本
 
勝
子

19
回

枝
澤
さ
だ
の

18
回

入
江
美
津
江

前
田
き
み
え

17
回

土
井
 
雅
代

16
回

土
屋
 
友
代

14
回

平
山
 
キ
ヌ

12
回

有
友
ツ
ヤ
子

土
岐
 
静
枝

土
岐
寅
之
助

三
木
　
紀
枝

11
回

中
谷
富
貴
栄

10
回

佐
藤
 
裕
子

高
瀬
 
完
二

９
回

岡
﨑
　
　
洋

８
回

加
藤
　
君
枝

寺
坂
美
智
枝

松
田
　
君
代

三
好
き
よ
子

三
好
　
ミ
チ

山
内
　
悦
子

山
口
喜
代
一

山
口
み
さ
え

７
回

國
領
　
志
津

６
回

岡
　
　
　
凞

新
間
　
照
子

永
尾
　
嘉
基

仲
上
登
美
江

山
田
ま
さ
子

山
本
　
政
乃

５
回

井
上
佐
代
子

玉
野
寿
美
子

中
村
　
久
司

中
村
　
侑
子

藤
本
　
喜
市

宮
崎
　
春
子

４
回

相
澤
　
郷
子

浮
田
ツ
ヤ
子

片
岡
　
太
郎

門
野
や
く
え

佐
々
木
千
恵

中
川
　
啓
子

福
田
　
智
恵

藤
本
　
花
子

山
口
　
安
子

力
本
　
ゆ
き

３
回

枝
澤
　
安
子

柴
田
　
里
江

土
屋
　
英
男

坪
田
　
豊
司

浜
口
　
弘
幸

宮
本
　
河
内

諸
井
　
房
枝

山
口
　
澤
子

山
本
ひ
さ
え

２
回

明
渡
す
み
子

犬
飼
　
好
子

入
江
千
登
世

枝
澤
　
　
実

田
中
芙
美
子

田
中
美
小
夜

寺
谷
　
明
子

冨
井
み
よ
し

中
川
　
明
子

濱
田
　
元
子

吉
川
　
美
与

　

一
九
七
二
年
に
宗
門
で
「
護
法

統
一
信
行
」
が
提
唱
さ
れ
『
信
行

必
携
』
が
刊
行
さ
れ
る
と
、
妙
法

華
院
で
は
す
ぐ
に
信
行
会
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
宗
門
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
十
五
時
間
研
修
で
し
た
が
、
当
山
は

三
十
時
間
の
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
は
『
信
行
必
携
』

を
三
回
講
了
し
『
安
国
論
』『
開
目
抄
』『
本
尊
抄
』を

読
み
切
り
ま
す
。
そ
の
後
『
僧
風
林

読
本
』や『
日
蓮
宗
信
仰
読
本
』
も

一
字
も
漏
ら
さ
ず
読
了
し
て
い
る

の
で
す
。
私
が
特
に
良
か
っ
た
と

思
う
の
が
、
宗
務
院
伝
道
部
が
発
行

し
て
い
た
御
遺
文
習
学
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
御
消
息
等
の
身
近

な
お
手
紙
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
写
真
や
地
図
も
交
え
て

ポ
イ
ン
ト
が
判
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
お
り
、
檀
信
徒
も
理
解

し
易
い
非
常
に
良
い
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。シ
リ
ー
ズ

は
確
か
⑩
ま
で
で
、
後
は
三
大
部
の
特
別
編
で
終
わ
っ
て
い
る
と

思
う
の
で
す
が
が
、
是
非
と
も
復
活
さ
せ
て
欲
し
い
と
願
う
冊
子
で
す
。

全
国
の
寺
院
や
檀
研
道
等
で
あ
ま
り
使
用
さ
れ
た
話
は
聞
か
ず
、
そ
れ
こ
そ
宝
の
持
ち

腐
れ
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

私
の
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、
兵
庫
東
部
布
教
師
会
で
発
行
さ
れ
た

『
声
に
出
し
て
読
み
た
い
日
蓮
大
聖
人
の
お
言
葉
』を
テ
キ
ス
ト
に

使
用
し
ま
す
。
こ
の
冊
子
は
私
が
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た

の
と
、毎
月
の
輪
読
会
と
い
う
僧
侶
の
勉
強
会
で
、伊
丹
の

倉
橋
観
隆
師
に
教
え
を
請
う
て
い
た
の
で
私
も
予
習
が
出
来

た
の
で
す
。一
度
自
分
が
習
っ
た
内
容
を
再
度
、自
分
の
言
葉
に

し
て
参
加
者
に
伝
え
る
こ
と
で
、
私
は
個
人
的
に
も
御
遺
文
の

理
解
が
非
常
に
深
ま
り
ま
し
た
。
勉
強
す
る
事
が
面
白
い
と
感
じ
始
め
た
の
で
す
。

今
年
は
五
十
回
目
の
記
念
信
行
会
の
開
講
と
な
り
ま
す
。
法
華
経
講
義
を
イ
チ
か
ら

学
び
ま
す
の
で
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
講
義
の
ズ
ー
ム
配
信
も
始
め
る
予
定
で
す
。

お
家
で
も
受
講
出
来
る
の
で
、
皆
さ
ん
も
一
緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

１
回

青
木
　
　
守

秋
山
　
夏
子

明
渡
き
よ
子

石
井
　
静
子

浮
田
　
妙
華

内
見
　
美
代

浦
郷
　
松
子

大
谷
美
智
子

大
貫
　
照
子

紙
野
　
洋
子

桒
山
　
一
栄

興
津
　
シ
メ

興
津
　
ハ
ツ

後
藤
　
勝
一

後
藤
　
陽
子

後
藤
　
理
江

小
林
　
た
ま

佐
藤
　
　
潔

佐
藤
　
準
一

佐
分
利
　
孝

砂
子
　
敏
子

竹
本
　
　
董

田
中
　
豊
彦

田
辺
　
由
雄

丹
生
　
未
子

辻
本
イ
サ
子

坪
田
喜
美
代

浜
口
　
源
次

葉
山
　
春
子

深
田
　
文
子

藤
本
マ
サ
子

松
田
　
み
や

三
宅
　
梅
子

宮
崎
美
代
子

安
福
　
悦
子

山
田
淳
太
郎

吉
田
と
き
の

脇
田
　
調
子

※

終
了
回
数
順

※

紺
色
の
太
字
は

　
現
檀
信
徒
。

　
教
師
は
除
外
し
て

　
い
ま
す
。

　
そ
の
他
は
、物
故
者

　
及
び
現
在
は

　
無
縁
者
で
す
。

統
一
信
行
会

　
　
　
修
了
者

と　き

令
和
三
年
十
月
二
十
八
日
㈭
〜
二
十
九
日
㈮

ところ

京
都 
本
山 
立
本
寺

心
の
ワ
ク
チ
ン

日
蓮
ら
し
く
を
私
ら
し
く
へ

テ
キ
ス
ト
雑
考

為　

妙
法
華
院
檀
信
徒
行
学
二
道
精
進

　
　
　
　

令
和
三
年
五
月
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

氏
名　

新
間
智
孝　

謹
写　

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ

れ
て
い
る
間
は
、
お
参
り
や

法
事
は
ご
相
談
し
な
が
ら

行
い
ま
す
。

寺
の
門
や
事
務
所
は
開
け

て
い
ま
す
の
で
、
納
骨
堂
の

参
拝
や
相
談
等
は
可
能
で
す
。

リ
モ
ー
ト
も
対
応
し
て
い

ま
す
の
で
、
な
ん
な
り
と
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

４
月
８
日　
花
ま
つ
り

４
月
８
日　
花
ま
つ
り

３月20日　春彼岸せがき法要

３ 月 20 日　 春 彼 岸 せ が き 法 要

２
月
２
日
節
分
星
祭
り

２
月
２
日
節
分
星
祭
り

１
月
11日　

第
49回

信
行
会
修
了
式

１
月
11
日　

第
49
回
信
行
会
修
了
式

１
月
１
日
新
年
祝
祷
会

１
月
１
日
新
年
祝
祷
会

４
月
８
日　

花
ま
つ
り

４
月
８
日　

花
ま
つ
り

日明上人
の祥當祥

月命日

３
月
20
日　

春
彼
岸
せ
が
き
法
要

３
月
20
日　

春
彼
岸
せ
が
き
法
要

マスク。テアライ。ココロアライ。

２
月
２
日
節
分
星
祭
り

２
月
２
日
節
分
星
祭
り

無参拝でユーチューバーチコウ

１
月
11
日　

第
49
回
信
行
会
修
了
式

１
月
11
日　

第
49
回
信
行
会
修
了
式

パスタ作
りが得意

な特別講
師

１
月
１
日
新
年
祝
祷
会

１
月
１
日
新
年
祝
祷
会

大筋力にして行歩平正に

ズ
ー
ム
講
義
料
は

１
回
５
０
０
円
だ
よ
。

下
記
信
行
会
日
程
を

参
考
に
し
て
ね
。

習学シリーズ

智
孝
サ
ン
が

主
任
を
勤
め
る
の
で
安
心
だ
ぜ

当
山
の
護
持
会
員
の
方
は
、参
加
費
無
料
だ
よ

詳
し
く
は
お
寺
へ
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
ね


